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茨木市 福岡洋一市長による歓迎挨拶

 私達は①

する高校生

を高めることを

気仙沼1

しました｡

★SDGsは

一致で採択した

過去_8回で大阪にて受け入れた被災地の高校生はのべ

過去63回の阪急茨木市駅前募金に2,695名の高校生が参加しました。

過去11回で被災地にお届けした皆様からの義援金は

代表 松野雅一 事務局長  藤井伸二

住所 5670842茨木市五十鈴町5-37-101 
メール snjfji@leto.eonet.ne.jp 
電話 090-3271-4292 

日頃から高校生の活動･交流

から支援を得て､気仙沼現地ボランティア

計225名､受け入れ交流してきました

登米高校から46名の高校生､

活動日：20180625-26 

協力：北摂つばさ高校 

活動日：20180923 

主催：箕面ﾕﾈｽｺ協会 

大阪北部地震 平成30 年6 月18 日発生。平成23 年以来の気仙沼･登米高校生徒受け入れホスト家族の皆様に宮城からのメッセージをお届けしました。

西日本豪雨 ( 平成 30 年７月豪雨 ) 北摂つばさ高校

福岡洋一市長による歓迎挨拶(歓迎会) 

七年を経て 気仙沼高校硬式野球部主将

東日本大震災から７年が経った現在でも支援いただけたことに感謝しま

す。食堂の方や､シャワーを提供いただいたジムの方にお礼を言わせていた

だいた際､「来年も是非いらしてください！」と言って頂き､とても嬉しく､

この繋がりを今後も継続していきたいと思いました。自分はこの繋がりは

東日本大震災のおかげでできたと考えています。この繋がりは､震災を風化

させないためにとても重要なことだと思うので､そこを意識してこれから

も生きていこうと思います。

自然災害の恒常化激

甚化が進んでいます｡

持続可能な地球をめざ

す国連SDGsは地球規

模で減災をも実現する

国際目標です｡ 

①被災地の高校生に対して､②被災地支援

する高校生に対して､国連やSDGsへの興味と関心

を高めることを目的にＮＹ研修を計画しました｡ 

1名､大阪4名､計5名の高校生が20180804-12の日程でニューヨークに行き

しました｡気仙沼ボランティアの参加者でＮＹ研修の賛同者があれば､次回

はSustainable Development Goals の略称で､持続可能な発展の為に

一致で採択した17分野169目標からなる2030年までの国際目標です

た被災地の高校生はのべ225名です。 

名の高校生が参加しました。 

義援金は計1,564,808円です。 

左欄の数値は2018年7

詳細は､がんばろう！つばさネットワーク

ホームページをご覧いただければ幸いです。

藤井伸二

交流にご支援をいただき､ありがとうございます｡当ネットワークは

気仙沼現地ボランティアを10回実施し､高校生426名を被災地に派遣しました｡

交流してきました(平成30年7月20日現在)｡以下は平成30年3月24

名の高校生､6名の教員を受け入れて実施した8回目の交流(5回目の野球交流

がんばろう！つばさネットワークは東日本大震災を目の当たりにした

しなければ｣という思いに応えようと平成23年4月22

年以来の気仙沼･登米高校生徒受け入れホスト家族の皆様に宮城からのメッセージをお届けしました。

北摂つばさ高校3 名を含む大阪の高校生が岡山県真備町で被災した家屋のドロ掃除のボランティアをしました｡

気仙沼高校硬式野球部主将 ２年小野寺音生 

東日本大震災から７年が経った現在でも支援いただけたことに感謝しま

す。食堂の方や､シャワーを提供いただいたジムの方にお礼を言わせていた

だいた際､「来年も是非いらしてください！」と言って頂き､とても嬉しく､

この繋がりを今後も継続していきたいと思いました。自分はこの繋がりは

東日本大震災のおかげでできたと考えています。この繋がりは､震災を風化

させないためにとても重要なことだと思うので､そこを意識してこれから

も生きていこうと思います。 

左の写真は 

500 名が参加 

した歓迎会 

2018.03.24

ニューヨークに行き国連本部などで研修を 

賛同者があれば､次回2020年に実施の予定です｡ 

の略称で､持続可能な発展の為に2015年9月に国連総会が全会 

です｡右上の表が17分野を示します｡

7月20日現在 

がんばろう！つばさネットワークの 

ホームページをご覧いただければ幸いです。 

当ネットワークは茨木市民の皆様､勤務･在学の皆様

しました｡また､被災地の高校生を8回で

24-26日に､気仙沼高校･気仙沼西高校、

の野球交流)と2018年夏の活動報告です｡ 

東日本大震災を目の当たりにした高校生の｢何か、 

22日に設立された非営利団体です。

年以来の気仙沼･登米高校生徒受け入れホスト家族の皆様に宮城からのメッセージをお届けしました。 

名を含む大阪の高校生が岡山県真備町で被災した家屋のドロ掃除のボランティアをしました｡ 

気仙沼での活動




